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残
暑
厳
し
い
日
々
、
会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て

は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
日
頃
、
教
育

活
動
発
展
の
た
め
に
多
大
な
る
ご
協
力
・
ご
支
援
を

賜
り
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
伝
統
あ
る
山
脇
美
術
専
門
学
院
の
学
院

長
に
就
任
致
し
誠
に
光
栄
に
思
い
ま
す
。
教
育
内
容

の
充
実
と
改
善
を
図
る
と
い
う
重
責
を
担
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
今
日
、
変
化
す
る
社
会
情
勢
に
学
院

と
し
て
取
り
組
む
課
題
は
多
く
、
困
難
な
問
題
に
も

立
ち
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ま
と
学

生
や
教
職
員
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
、
任
務
に
あ
た

る
決
意
で
あ
り
ま
す
。
教
育
の
情
熱
意
欲
を
高
め
目

標
達
成
の
た
め
に
邁
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

ご
存
じ
の
通
り
、
教
育
目
標
は
デ
ザ
イ
ン
教
育
を

通
し
て
、
知
性
と
感
性
に
富
ん
だ
専
門
能
力
と
人
間

力
を
併
せ
持
ち
、
美
的
生
活
の
創
造
性
を
自
立
し
、

美
し
い
豊
か
な
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
の
育
成
で
あ

り
ま
す
。

　

日
常
生
活
で
自
己
を
表
現
す
る
方
法
に
は
言
葉
や

文
字
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
皆
さ
ま
の
よ
う
に
一
つ

の
作
品
を
通
し
て
表
現
し
感
動
を
与
え
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
い
ず
れ
で
あ
っ
て
も
人
間
の
心
が
ヒ
ト
に

伝
え
ら
れ
る
す
ば
ら
し
い
表
現
と
感
動
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

人
間
形
成
に
完
成
は
な
く
、
「
修
め
る
」
に
は
技

術
を
修
め
る
修
業
と
、
行
い
を
通
し
て
心
身
を
修
め

る
修
行
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
期
を
い
か
に
過
ご
す

か
で
人
生
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
人
生
の
ど
こ
か

で
自
ら
を
研
鑽
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。
修

業
と
は
初
心
者
が
精
進
を
重
ね
て
、
最
期
に
免
許
皆

伝
と
い
う
こ
と
に
な
る
ち
ょ
う
ど
山
を
登
る
よ
う
に

高
い
目
標
に
向
か
っ
て
進
む
よ
う
な
も
の
で
す
。
も

う
一
方
の
修
行
は
水
平
方
向
で
あ
り
、
行
く
先
は
果

て
し
な
く
、
ど
こ
ま
で
続
い
て
も
交
わ
る
こ
と
の
な

い
平
行
線
で
あ
り
、
終
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
出
発

点
に
お
け
る
求
道
の
熱
意
の
な
か
に
す
で
に
目
的
は

成
就
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
初
心
を
貫
く
決
意

を
忘
れ
な
い
で
励
ん
で
も
ら
い
た
い
。
困
難
か
ら
逃

げ
な
い
で
ほ
し
い
。
貴
重
な
一
瞬
一
瞬
は
、
決
し
て

留
ま
る
こ
と
は
な
い
。
在
学
生
は
大
い
な
る
時
間
の

流
れ
を
大
切
に
、
学
院
生
活
を
過
ご
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
健
康
と

千
草
会
の
益
々
の
ご
発

展
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
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《
２
年
》 

池
沢 

百
奈
美

2

　

こ
の
学
校
に
入
学
し
て
か
ら
２
年
半
が
経
ち
、
取
り
組

ん
だ
課
題
も
大
分
増
え
ま
し
た
。
始
め
は
た
だ
好
き
な
よ

う
に
絵
を
描
い
た
り
、
最
終
形
態
が
決
め
ら
れ
た
物
を
作

る
課
題
が
殆
ど
で
し
た
が
、
授
業
が
進
む
に
つ
れ
て
、
そ

の
作
品
を
見
る
人
の
事
を
意
識
し
た
課
題
が
多
く
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。
私
が
苦
戦
し
た
の
は
、
み
ん
な
が
共
通
に

良
い
と
思
え
る
も
の
を
作
る
こ
と
で
し
た
。
「
暖
か
い
」

と
思
っ
て
使
っ
た
色
が
他
人
に
は
「
辛
い
」
と
い
う
印
象

を
与
え
て
し
ま
っ
た
り
、
自
分
で
は
完
成
し
た
と
思
っ
て

い
て
も
、
「
こ
れ
で
完
成
な
の
？
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
っ

た
り
。
自
分
で
感
じ
た
印
象
と
、
他
の
人
の
感
じ
た
印
象

の
食
い
違
い
を
ど
う
や
っ
て
無
く
し
て
い
け
ば
良
い
の
か

が
、
私
の
大
き
な
課
題
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
問
題
を
解

決
す
る
た
め
に
は
、
と
に
か
く
色
ん
な
人
に
意
見
を
聞
く

事
が
一
番
の
近
道
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
依
頼

主
に
あ
た
る
人
と
は
、
何
度
も
話
を
し
て
、
お
互
い
の
考

え
る
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
す
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
な
の
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
て
何
度
も
作
品
を
練
る
こ
と
で
、

広
く
共
感
し
て

も
ら
え
る
も
の

が
で
き
て
い
く

の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま

す
。

ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
科

Visual design

在
校
生
よ
り

《
２
年
》 

杉
浦　

花
梨

　

山
脇
美
術
専
門
学
院
に
入
学
し
て
か
ら
今
日
ま
で
、
と

て
も
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
。
新
し
い
こ
と
に
挑

戦
し
た
こ
の
１
年
は
私
に
と
っ
て
特
別
な
も
の
と
な
り
、

今
で
は
毎
日
が
充
実
し
て
い
ま
す
。
２
年
生
に
な
っ
て
か

ら
は
、
一
気
に
専
門
的
な
内
容
に
な
り
、
一
つ
一
つ
を
よ
り

深
く
、
詳
し
く
学
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で

も
、
１
年
生
の
と
き
に
得
た
知
識
が
活
か
さ
れ
る
と
、
少

し
ず
つ
で
も
成
長
し
て
い
る
ん
だ
と
実
感
し
ま
す
。
知
ら

な
い
こ
と
や
見
た
こ
と
無
い
も
の
な
ど
新
た
な
発
見
が
あ

り
、
刺
激
的
な
日
々
を
過
ご
す
一
方
で
、
不
安
や
悩
み
も

増
え
ま
し
た
。
壁
に
ぶ
つ
か
る
た
び
に
自
分
の
力
不
足
に

気
づ
か
さ
れ
ま
す
。
で
す
が
、
そ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、

私
は
苦
し
さ
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
受
け
入
れ
る
よ
う
心
掛
け

て
い
ま
し
た
。
お
か
げ
で
「
難
し
く
考
え
す
ぎ
ず
、
今
で

き
る
こ
と
を
し
よ
う
」
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
将
来
の
明
確
な
目
標
が
見
つ
か
っ
た
と
き
の
た

め
に
、
今
は
目
の
前
の
課
題
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
で
す
。
多
く
の
知
識
や
感

性
を
養
い
な
が
ら
、
自
分
の
可

能
性
を
信
じ
て
頑
張
り
ま
す
。

ス
ペ
ー
ス
デ
ザ
イ
ン
科

Space design

《
２
年
》 

福
田　

志
穂

　

２
年
生
に
な
っ
て
、
１
年
次
よ
り
一
つ
一
つ
の
課
題
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
が
増
し
、
忙
し
い
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
将
来
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
を
志
望
し
て
い
ま
す
。

　

商
品
を
手
に
す
る
お
客
さ
ん
が
、
長
年
使
っ
て
い
け
る

ジ
ュ
エ
リ
ー
を
制
作
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
、

ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
科
に
入
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
小
さ
い
頃
か
ら
物
を
作
る
こ
と
が
好
き
だ
っ
た

の
で
、
制
作
の
作
業
は
好
き
な
の
で
す
が
、
制
作
前
の
デ

ザ
イ
ン
を
考
え
る
の
が
得
意
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

で
す
か
ら
、
時
間
が
あ
る
時
に
本
や
実
際
の
商
品
を
見

る
様
に
心
が
け
、
デ
ザ
イ
ン
の
ア
イ
デ
ア
を
ス
ト
ッ
ク
す

る
様
に
し
て
い
ま
す
。

　

実
制
作
で
は
、
一
つ
一
つ
ど
う
い
う
工
程
で
作
業
を
す
れ

ば
効
率
が
い
い
の
か
、
ど
う
や
っ
た
ら
綺
麗
に
磨
け
る
か

を
、
常
に
考
え
な

が
ら
作
業
を
す
る

よ
う
心
が
け
て
い

ま
す
。

　

日
々
の
制
作
が

将
来
に
役
立
つ
経

験
に
な
る
と
思
う

の
で
、
こ
れ
か
ら

も
制
作
や
デ
ザ
イ

ン
の
勉
強
を
頑

張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
科

Jewelry design

B1ポスター
welcome to japan

私の家「集う家」

箱「レコード」／回転ブローチ「黒電話」
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卒業生だより

仕事内容を教えて下さい
「会社の主な業務は、新規Webサイトの制作と既存サイトのコンサルティングです。その中で
私の仕事は、新規サイトのプランニングやディレクション、既存サイトのコンサルティング
としてマーケティング、プランニング、ディレクション、アクセス解析などを行っています」
仕事をしていく上で大切にしていることや気をつけていることはありますか？
「常に目標を持ち、何のためにしているのかを意識することです。例えば、デザインで迷った

時は、最終的に何のために作るのかを考えます。自分の信念を持ち続けていれば、必ず答えが導きだせると信じ
て仕事をしています」
山脇で学んだことで、役に立っていることがあれば教えて下さい
「コミュニケーション能力です。相手が求めていることを深く理解し、自分の考えを伝えるという能力が、全ての
仕事の基本になっていると思います。学生時代に、友達や先生方と身近に何度も意見交換をすることで養ってき
た力だと思います」

◉ビジュアルデザイン科　2006年卒業　村瀬　明希

仕事内容を教えて下さい
「商業・文化施設のサイン・看板のデザイン・施行をしています。具体的には、オフィスビ
ル・ホテル、変わった所では競馬場などがあります。サイン・看板の素材は、スチール・ス
テンレス・アルミ複合板が主となっていて、それぞれを、コストや屋内外などの設置条件に
より使い分けます。サイン工事は、営業・デザイナー・施工担当の３人でチームを作り一つ
の物件を請け負います。請負金額も大きいと１億円クラスになるものもあります」
どういう時に喜びややりがいを感じますか？
「大きな仕事になると１年かけて手掛けます。現場では苦労が多いこともあり、チーム全員で遂行し、無事成功し
た時は心底嬉しいです。苦労が多かった時ほど喜びは大きいですね」
山脇で学んだことで、役に立っていることがあれば教えて下さい
「学生時代から、アーティスト的なデザイナーより実践的なデザイナーを目指していました。誰にでも分かるサイ
ン・看板の仕事は、本当に現実的な仕事です。学生時代、色彩・製図・ＣＡＤ・模型などのインテリアや建築に関
する全てを、これでもかというくらい集中して勉強できたことは、今の自分に役立っていますね。色々な分野を
知っていると知らないとでは雲泥の差だと実感しています」

◉スペースデザイン科　2003年卒業　渡邊　祥太

仕事内容を教えて下さい
「入社して４年間はジュエリークラフトマンとして、いろんな部門の制作にたずさわりました。
５年目の時に、ダイヤ研磨班立ち上げの話があり、メンバーに選ばれました。技術を習得す
るためにダイヤモンドカッターの師匠のもとへ通いつめ、学んでいるうちに「本場へ行って
もっと深く技術を学びたい」という思いがつのり、思いきって単身ベルギーに渡りました。今
思えば無謀でしたが、言葉は通じなくても、本気で学びたいという気持ちがあれば、なんと

かなるものですね。ベルギーでは技術はもちろん、ダイヤモンドカッターとしての『心』を学ぶことができまし
た。そんな苦労の甲斐あってか、今では６人の部下のマネジメントと技術指導をやらせてもらっています」
どういう時にやりがいや喜びを感じますか？
「仕事は毎日楽しいですよ。先ほどのダイヤ研磨班立ち上げのように、新しいことに挑戦して、社内や世の中の
人々に認められるのはとても嬉しいですね。ケイ・ウノは他の店と違って、ダイヤモンドを原石から作っていま
す。原石から２つ、３つのダイヤモンドをカットする『Two as one Diamond（トゥ・アズ・ワン　ダイヤモン
ド）』にも成功しました。ダイヤモンドは、自分が生み出したという格別な喜びがありますね」

◉ジュエリーデザイン科　2002年卒業　相庭　聡

株式会社 ヘノブファクトリー

株式会社 ノムラプロダクツ

株式会社 ケイ・ウノ

（旧インテリアデザイン科）

（旧ジュウリーアート科）
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学
院
ニ
ュ
ー
ス

東
京
装
画
賞

バ
ン
フ
ー　

学
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シ
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イ
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イ
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東
北
地
区
印
刷
協
議
会
主
催
「
プ
ロ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー

と
プ
ロ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
目
指
す
学
生
を
対
象
と
し
た

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
」
の
コ
ン
ペ
が
開
催
さ
れ
、
今

回
の
コ
ン
ペ
は
「
元
気
！
東
北
」
が
テ
ー
マ
で
し
た
。

　

学
生
部
門 

応
募
総
数
２
０
６
点
の
中
か
ら
、
本
校
の
ビ

ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
科
３
年
（
２
年
次
制
作
）
小
作
千
尋

さ
ん
が
「
最
優
秀
賞
」
と
「
中
村
誠
賞
」
に
輝
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
他
受
賞
で
、
同
じ
く
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ

イ
ン
科
よ
り
、
３
年
（
２
年
次
制
作
）

★
奨
励
賞 

… 

笹
原
美
奈
子

★
東
北
地
区
印
刷
協
議
会
会
長
賞 

… 

堀
内
梨
名

★
期
待
賞 

… 

白
川
沙
耶
、
浅
賀
大
輔

が
そ
れ
ぞ
れ
入
賞
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
「
社

会
に
対
し
て
感
じ
る
こ
と
、

大
切
な
ひ
と
へ
伝
え
た
い
こ

と
」
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

T
シ
ャ
ツ
に
デ
ザ
イ
ン
す
る

と
い
う
も
の
で
す
。

３
年
（
２
年
次
制
作
）

★
優
秀
賞 

… 

白
川　

沙
耶

　　

　　　

　

東
京
装
画
賞
は
、
日
本
図
書
設
計
家
協
会
（
本
の
装

丁
・
装
画
な
ど
出
版
物
の
デ
ザ
イ
に
携
わ
る
日
本
を
代

表
す
る
団
体
）
が
主
催
す
る
、
ブ
ッ
ク
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
・
イ

ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ン
ペ
で
す
。

　

一
般
部
門
と
学
生
部
門
が
あ
り
、
学
生
部
門
の
応
募

数
は
5
1
9
点
。
そ
の
中
か
ら
、
本
校
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ

ザ
イ
ン
科
の
学
生
3
名
が

入
選
し
ま
し
た
。

３
年
（
２
年
次
制
作
）

★
入
選 

… 

浅
賀
大
輔
、
桜

庭
保
奈
美
、
田
畑
綾
子

浅賀  大輔

桜庭 保奈美田畑  綾子

《
奨
励
賞
》
笹
原 

美
奈
子

《
最
優
秀
賞
》
小
作  

千
尋

《
期
待
賞
》
白
川  

沙
耶 

《
期
待
賞
》
浅
賀  

大
輔

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト

「
三
人
寄
れ
ば
分
殊
の
知
恵
」

「
三
人
寄
れ
ば
分
殊
の
知
恵
」

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト

「
三
人
寄
れ
ば
分
殊
の
知
恵
」

主
催
：
関
西
襖
内
装
事
業
協
同
組
合

【佳作】
スペースデザイン科 ３年（２年次制作）

田口　廣大

第
6
回  

糸
魚
川
翡
翠

ジ
ュ
エ
リ
ー
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー

デ
ザ
イ
ン
画 

コ
ン
テ
ス
ト

主
催
：
糸
魚
川
翡
翠
デ
ザ
イ
ン
画
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
　

実
行
委
員
会

【グランプリ】
ジュエリーデザイン科　3年（２年次制作）

吉谷　菜緒

　　  
　　

　 　

　

 
　

　

 

　

 

　 

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

主
催
：
株
式
会
社
帆
風
が
主
催
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
コ
ン
テ
ス
ト

　

　

　



ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
科

　
　
　

   

20
周
年
記
念
展
覧
会

 

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

5

　

　
　
　

 

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

 

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　　

 

　

 
 

 
 

 
 

　

 
 

　

　

ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
科
が
今
年
で
20
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。

　

20
周
年
を
記
念
し
て
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
科
20

周
年
記
念
展
覧
会
を
２
０
１
３
年
６
月
１
日
〜
８
日
ま

で
本
校
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ
「
つ
な
げ
る
・
つ
な
が
る
」

　

20
周
年
と
い
う
節
目
を
機
に
、
同
級
生
同
士
、
先
輩

後
輩
、
先
生
方
、
そ
し
て
ジ
ュ
エ
リ
ー
業
界
の
方
々
と

も
改
め
て
繋
が
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
展
覧
会
を
目

指
し
ま
し
た
。

　

展
覧
会
初
日
に
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
も
開
催

し
、
た
く
さ
ん
の
卒
業
生
、
先
生
方
、
関
係
者
の
方
々

と
過
ご
し
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
展
覧
会
だ
け
で
は
な
く
今
回
は
ジ
ュ
エ
リ
ー

デ
ザ
イ
ン
科
メ
ン
バ
ー
ズ
サ
イ
ト
を
同
時
に
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
こ
の
サ
イ
ト
で
は
ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
科

の
卒
業
生
、
そ
し
て
在
学
生
の
作
品
や
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
、
ス
キ
ル
な
ど
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ

ひ
沢
山
の
方
々
に
ご
覧
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　

 
 

  

   

山
脇
美
術
専
門
学
院
ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
科

メ
ン
バ
ー
ズ
サ
イ
ト

http://w
w
w
.yam

aw
aki-jew

elry.com

 
  

  
 

  

第
27
回
公
募

2
0
1
2
日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー
ア
ー
ト
展

主
催
：
㈳
日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会

第
2
回
日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

主
催
：
㈳
日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会

 

　

  

 

　
　
　

　

　

【入選】
　　ジュエリーデザイン科 ３年
　　（１年次制作）

　 板野　竜也

【入選】
ジュエリーデザイン科　1998年３月卒業

和氣 佐知子

【入選】
ジュエリーデザイン科　2011年３月卒業

道山　智子

【奨励賞】
ジュエリーデザイン科 ３年

（1年次制作）

大島　彩瑛

【奨励賞】
ジュエリーデザイン科 ３年

（１年次制作）

櫻庭　 愛

【
奨
励
賞
】
ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
科　

３
年
（
1
年
次
制
作
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林  

菜
々
美

▼
ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
科
助
手　

木
村　

晶
代　

記
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オープンキャンパス情報

　

平
成
25
年
５
月
16
、
17
日

の
２
日
間
で
３
科
合
同
の
研

修
旅
行
に
行
き
ま
し
た
。
今

年
は
栃
木
、
福
島
方
面
に
、

３
科
混
合
で
希
望
の
３
コ
ー

ス
に
分
か
れ
て
の
バ
ス
旅
行

で
し
た
。
コ
ー
ス
の
中
に

は
、
蒔
絵
、
陶
芸
、
ソ
ー

セ
ー
ジ
や
バ
タ
ー
作
り
の
体

験
実
習
や
、
美
術
館
の
見

学
、
町
並
み
の
散
策
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

体
験
実
習
は
、
あ
ま
り
経
験
の
無
い
学
生
が
ほ
と
ん

ど
で
し
た
が
、
や
は
り
皆
、
手
で
物
を
作
る
こ
と
が
好

き
な
様
子
で
、
集
中
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
個
性
豊

か
な
作
品
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
美
術
館
見
学
や
町
並
み
散
策
で
は
、
熱
心
に

メ
モ
を
と
り
、
撮
影
可
能
な
場
所
で
は
写
真
を
撮
り
な

が
ら
満
喫
し
ま
し
た
。
さ
ざ
え
堂
や
五
色
沼
な
ど
、
そ

の
土
地
特
有
の
自
然
や

歴
史
的
建
造
物
に
も
興

味
を
持
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
旅
行
で
は
学
生
同
士
の
交
流
も
テ
ー
マ
の

ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
１
日
目
の
夕
食
後
に
開
催

し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
全
学
生
と
教
員
が
参
加

し
、
学
生
企
画
に
よ
る
絵
し
り
と
り
ゲ
ー
ム
で
、
科
や

学
年
の
垣
根
を
越
え
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
旅
行
で
は
、
３
科
が
同
じ
場
所
の
見
学

や
体
験
実
習
を
行
い
ま
し
た
が
、
各
科
そ
れ
ぞ
れ
の
視

点
で
、
自
分
た
ち
の
制
作
に
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
学

生
た
ち
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

▼
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
科
助
手　

遠
藤 

裕
喜
奈　

記

研
修
旅
行

　

平
成
25
年
３
月
は
、
３
年
制
移
行
完
成
年
度
に
あ
た

り
、
卒
業
生
が
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

現
在
、
新
３
年
生
が
就
職
活
動
に
励
ん
で
お
り
、
早
く

も
数
名
が
内
定
し
て
い
ま
す
。
内
１
名
は
、
山
脇
を
指
定

の
推
薦
入
社
で
す
。
卒
業
生
の
皆
様
の
活
躍
の
お
か
げ

で
、
山
脇
を
指
名
し
て
く
だ
さ
る
企
業
が
あ
る
こ
と
は
大

変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
近

年
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
る
エ
ン
ト
リ
ー
方
式
が
主
流
で
す
が
、

優
良
企
業
は
ま
だ
、
隠
れ
て
い
ま
す
。
後
輩
の
た
め
に
皆

様
の
お
力
を
ぜ
ひ
お
貸
し
い
た
だ
き
た
く
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
間
実
施
の
就
職
講
座
な
ど
、
技
術
と
と
も
に
、
人
間

力
が
身
に
付
く
よ
う
、
工
夫
と
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま

す
。

▶体験入学：実際に授業を担当する講師が、パソコンや道具の
使い方を教えていきながら制作していきます。リング・ディスプ
レイ・パッケージ・デッサンなど楽しい実習体験が盛り沢山！

▶学校説明会：学校や各科の特徴、各科のカリキュラム、就
職、奨学金など入学に関する全てをご案内します。施設見学
や在学生の作品もご覧いただけます。

 「山脇子女奨学金」を新設いたしました！
　ご親族が山脇に進学される場合、入学金の一部（５万円）を
免除する「山脇子女奨学金」（他の奨学金との併用可）を新設
いたしました。ご親族にデザイン各科への進学を希望される方
がおられましたら山脇を是非ご紹介ください。

千草会　平成24年度会計報告
入学時に納めて頂きました千草会の終身会費に
ついて誌上で会計報告させて頂きます。

前年度繰越分 ……… ￥4,196,541

千草会費 ……………
利息 …………………

計　　 ……… ￥1,050,767

千草会会報　発行費 …
年賀状 …………………
運営費 …………………
その他 …………………

￥1,050,000
￥767

￥484,423
￥8,340

￥167,167
￥22,565

計　　 ……… 　￥682,495
次年度繰越金 ……… ￥4,564,813

収入

支出

就
職
に
つ
い
て

【体験入学・学校説明会】のご案内

『新しい奨学金のご案内』NEW

蒔絵体験

ソーセージ作り体験 五  色  沼

レクリエーション

さざえ堂
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※平成２6年度に向けて、学校案内書をご希望の方にはご送付致します。
ホームページ　アドレス　http://yamawaki.ac.jp/　山脇ニュースやブログなど見所も沢山あります。

ビジュアルデザイン科ビジュアルデザイン科

　グラフィックデ
ザインとWebデ
ザインの両方を主
軸に「仕事に直結
する授業」を行っ
ています。２年次
より選択授業がスタート。自分の興味や将来の
目的に合わせて、イラストレーション・グッ
ズ・パッケージデザインなどの派生講座をより
深く学べる仕組みです。また、発想力・企画
力・コミュニケーション能力などを鍛えるカリ
キュラムも多数あり、将来フリーランスとして独

立したり、アー
トディレクター
やプロデュー
サーとして活
躍することも
可能です。

　インテリアや建
築などのスペース
デザインと家具や
照明などのプロダ
クトデザインの両
方を学べ、どちら
の分野にも精通したデザイナーや建築士、コー
ディネーターとしての活躍が期待できます。初
心者にも配慮した段階的なカリキュラムで、建
築法規・設備・構造・施工からデザインビジネ
ス論まで、プロとして必要な知識やスキルを徹
底的に学んでいきます。スペースデザインを伝
える製図やプレゼンテーション力を鍛える講座

も十分に用意されて
います。また、卒業
と同時に２級建築士
の受験が可能です。

　ジュエリー制作の
基本技術から本格宝
飾造形技術まで、
ジュエリー制作に関
する様々な技法や知
識を一貫したカリ
キュラムで学んでいきます。日本やヨーロッパ
の伝統彫金技法やキャスティング、ガラス細
工、七宝、宝石学など、様々な技法や知識を必
須で学ぶことにより、よりレベルの高いクリエ
イターとして表現の幅を広げます。段階を追っ
て多くの制作課題をこなすことで、初心者でも
確かな技術を身に付けることができます。付加

価値の高い技術とデザイ
ンセンスを併せ持つハイ
レベルなデザイナーやク
ラフトマン（職人）を目
指します。

スペースデザイン科スペースデザイン科 ジュエリーデザイン科ジュエリーデザイン科

40名

18名 15名

１　少人数制
　　デザインの現場に近い学習環境
２　３年制
　　じっくり学べるカリキュラム編成
３　授業時間数
　　基準を大きく超える年間1,050時間
４　最高の学習環境
　　専用の制作机と個別支給のMac Book Pro
５　就職サポート・教職員全員での
　　全力サポートと50時間の就職講座

　学院は平成25年11月に創立84年を迎えます。
今年度は修業３年制になり、全学年・全学科が
揃いスタート致しました。これからも特色あるデ
ザインの専門学校として邁進していく所存でござ
いますので、今後とも入学・就職において、同窓
の皆様からのご協力を宜しくお願い致します。

デザインで新しい未来を！
プロのデザイナーを育てるための、

山脇の特色あるポイント
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〒
1
0
2
│

0
0
7
4

　

東
京
都
千
代
田
区
九
段
南
4
│

8
│

21

　

電
話　

0
3
│

3
2
6
4
│

4
0
2
0

（
学
院
窓
口
）

千
草
会  

会
報  

平
成
25
年
８
月  

第
52
号

講
師
・
職
員
異
動
報
告

山脇ギャラリーより   《これからの展示案内》

お 知 ら せ
第43回専門学校美術展

【開　期】平成26年２月22日（土）～
28日（金）９：30～17：30

【開催場所】東京都美術館（ロビー
階、第１・２展示室）

【開催時間】9：30～17：30（初日は
13：30開場・最終日は13：30まで入場可）

【コメント】都内のデザイン・アート系
専門学校11校が参加。今年も本校学
生の作品を大きな舞台で発表します。
それぞれの専門学校の特色ある力作が
勢ぞろいする見応えある美術展です。
皆様のご来場をお待ちしています。

▼
退
職
さ
れ
た
先
生

　
　

ス
ペ
ー
ス
デ
ザ
イ
ン
科　
　
　
　

  

吉
野　

眞
二  

先
生

　
　

ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
科　
　
　

  

小
門　

孝
行  

先
生

▼
就
任
さ
れ
た
先
生

　
　

ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
科

　
　
　
　
　
　
　

石
木　

賢
二  

先
生
・
荻
原　
　

隆  

先
生

　
　
　

 　
　
　

  

加
藤　

三
喜  

先
生
・
佐
藤　

好
彦  

先
生

　
　
　

 　
　
　

  

柴
田　

耕
次  

先
生
・
杉
下　

城
司  

先
生

　
　
　

 　
　
　

  

根
田　

拓
也  

先
生

　
　

ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
科　
　
　

  

中
村　

佳
世  

先
生

▼
就
任
さ
れ
た
職
員

　
　

ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
科　
　
　

  

遠
藤
裕
喜
奈  

助
手

　

会
長　
　
　
　

片
桐　

清
子　

洋
裁
師
範
科 

卒

　

副
会
長　
　
　

芦
沢　
　

梓　

デ
ザ
イ
ナ
ー
科 

卒

　

副
会
長　
　
　

百
田
富
美
子　

コ
ス
チ
ュ
ー
ム
デ
ザ
イ
ン
科 

卒

　

学
内
委
員　
　

篠
原　

一
郎　

専
任

　
　
　
　
　
　
　

桐
井　

英
明　

専
任

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

未
来　

ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
科
助
手

　
　
　
　
　
　
　

篠
塚　

朋
子　

ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
科
助
手

　
　
　
　
　
　
　

遠
藤
裕
喜
奈　

ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
科
助
手

　
　
　
　
　
　
　

福
澤　

清
子　

ス
ペ
ー
ス
デ
ザ
イ
ン
科
助
手

　
　
　
　
　
　
　

木
村　

晶
代　

ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
科
助
手

発
行　

 

山
脇
美
術
専
門
学
院  

同
窓
会

・
ヴ
ォ
ー
グ
社　
　
　
　
　

平
成
24
年
５
月

・
埼
玉
県
立
浦
和
図
書
館　

平
成
24
年
６
月

　

創
立
80
周
年
記
念
の
「
山
脇
敏
子
作
品

集
」
の
ご
要
望
を
頂
き
、
寄
贈
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

「
山
脇
敏
子
作
品
集
」
寄
贈　
　

追
記

◉日本ワイルドライフアート協会展
　９月11日（水）～９月18日（水）

◉歩展
　９月20日（金）～９月26日（木）

◉茫洋の世界・清水要先生個展
　10月４日（金）～10月10日（木）

◉第２回 東京装画賞2013
  10月12日（土）～10月26日（土）

◉第９回 日本イラストレーター協会展
　10月29日（火）～11月５日（火）

◉理科美術展
　11月６日（水）～11月12日（火）

◉第25回 全日本高校デザイン・イラスト展
　11月14日（木）～11月18日（月）

◉関東新象展2013
　11月20日（水）～12月４日（水）

☆日・祝　休館
☆通常の開館時間は11:00～18:00ですが、展示初日と最終日は時間が異なる場合があります
ので、お問い合わせ下さい。山脇ギャラリー  TEL 03-3264-4027

☆制作活動をされている方で作品発表の場所をお探しの際は、山脇ギャラリーを利用されて
はいかがでしょうか。会員の方の参加をお待ちしています。

千
草
会
役
員
・
委
員

卒業・進級制作展
【開　期】平成26年３月５日（水）～
９日（日）

【開催場所】山脇ギャラリー
【開催時間】11：00～19：00
　　　　　（最終日17：00迄）
【コメント】１年間の集大成として、
１・２年生は進級作品、３年生は卒
業制作を展示致します。学生たちの
力のこもった作品を是非ご覧下さ
い。会場は山脇ギャラリーを使用し
て５日間開催されます。

山脇祭
【開　期】平成25年９月７日（土）～
８日（日）10：00～17：00

【テーマ】『ＣＩＲＣＵＳ』
【コメント】POPでドキドキするサー
カス?!幻想的でキラキラしたサーカ
ス?!それは来てからのお楽しみ！学生
作品展示、飲食やグッズの販売、学
内装飾。見て、聞いて、味わって五
感で楽しめる山脇サーカスの幕開け
です！


